
井
上
靖

る
の
だ
ろ
う
か
。

井
上
靖
「
補
陀
落

巻
第
一
〇
号
）
に
掲

三
〇
日

新
潮
社
）

「
補
陀
落
渡
海
記
」
は

は
じ

歴
史
小
説
に
は
そ

ど
れ
だ
け
典
拠
に
拠

の
実
作
者
は
史
料
を

の
実
作
者
は
史
料
を

歴
史
小
説
の
間
に
は

は
、
史
料
が
小
説
化

井
上「

補
陀
落
渡
海
記
」
論

渡
海
記
」
は
「
群
像
」
昭
和
三
六
年
一

載
さ
れ
、
そ
の
後
短
編
集
『
洪
水
』

に
収
録
さ
れ
た
。
先
行
研
究
で
指
摘
さ

『
熊
野
巡
覧
記
』
や
『
熊
野
年
代
記

め
に
｜
史
料
か
ら
小
説
へ
｜

の
典
拠
と
な
っ
た
史
料
が
存
在
す
る
。

っ
て
い
る
か
は
、
作
品
個
々
の
問
題
で

そ
の
ま
ま
小
説
に
移
行
す
る
わ
け
で
は

解
釈
し
、
そ
れ
を
小
説
化
す
る
。
典
拠

、
作
品
個
々
に
様
々
な
小
説
化
の
過
程

さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
実
作
者
は
ど

靖
「
補
陀
落
渡
海
記
」

｜
｜
「
永
禄
八
年
」
と
い
う
虚

〇
月
号
（
第
一
六

（
昭
和
三
七
年
四
月

れ
て
い
る
よ
う
に
、

』
と
い
っ
た
、
熊

め
て
低
い
。

構
は
必
然
で

本
論
は
、

る
こ
と
に
よ

異
を
考
察
す

あ
る
歴
史
小
説
が

あ
る
。
歴
史
小
説

な
い
。
歴
史
小
説

と
な
っ
た
史
料
と

が
存
在
す
る
。
で

の
よ
う
に
介
入
す

歴
史
小
説
で

小
島
英
男

と
『
熊
野
巡

い
る
。
し
か

る
金
光
坊
の

禄
八
年
」
と

通
説
で
あ
る

論構
｜
｜

野
地
方
に
伝

作
品
の
構
成
と
、
典
拠
と
さ
れ
る
史
料

あ
っ
た
と
さ
え
言
え
る
。

井
上
の
虚
構
部
分
で
あ
る
「
永
禄
八
年

っ
て
、
史
料
か
ら
小
説
へ
と
向
う
過
程

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

あ
る
。

氏
、
勝
倉
壽
一
氏
等
の
詳
細
な
分
析
に

覧
記
』
や
『
熊
野
年
代
記
』
と
の
一
致

し
、「
補
陀
落
渡
海
記
」
に
お
い
て
「

渡
海
年
に
つ
い
て
は
、
そ
の
典
拠
が
特

い
う
金
光
坊
の
渡
海
年
は
、
井
上
の
虚

。
虚
構
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
が
偶
然
の

山

田

わ
る
補
陀
落
渡
海
に
関
す
る
記
述
の
あ

二
一

を
照
合
し
た
時
、
そ
の
虚

」
と
い
う
設
定
を
分
析
す

、
ま
た
史
料
と
小
説
の
差

よ
り
、「
補
陀
落
渡
海
記
」

す
る
箇
所
は
指
摘
さ
れ
て

永
禄
八
年
」
と
さ
れ
て
い

定
さ
れ
て
い
な
い
。「
永

構
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
が

産
物
で
あ
る
可
能
性
は
極

哲

久

る
史
料
を
元
に
書
か
れ
た



校
講
堂
に
お
け

の
新
作
を
意
図

（
約
一
時
間
）
を

こ
の
記
事
か
ら
は

説
の
構
想
を
持
っ
て

坊
を
主
人
公
に
す
る

野
巡
覧
記
』
を
初
出

落
渡
海
談
な
ど

き

跡
を
詳
細
に
辿
っ
た

七
日
は
県
道

の
巣
の
幽
境
を

勝
下
新
、
速
玉

洛
渡
海
僧
に
つ

時
再
び
熊
野
市

井
上
靖

一
、

井
上
は
「
補
陀
落

年
の
六
月
六
日
か
ら

こ
れ
は
「
紀
南
新
聞

ら
も
確
認
で
き
る
。

る
文
化
講
演
会
に
の
ぞ
み
、
一
般
フ
ア

し
て
い
る

補
陀
落
渡
海
僧

な
ど
に

行
い
、
少
憩
の
の
ち
五
時
五
十
分
発

、
井
上
は
熊
野
行
以
前
に
補
陀
落
渡
海

い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、

と
い
う
考
え
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
金

と
す
る
話
で
あ
り
、
そ
の
『
熊
野
巡
覧

よ
う
四
時
か
ら
井
上
氏
文
化
講
演
」）

以
下
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

七
色
越
え
に
神
川
町
に
向
い
、
奥
瀞
の

探
り
紀
和
町
小
川
口
に
向
い
、
ブ
イ
ぺ

神
社
、

智
補
陀
洛
寺
等
を
訪
い
、
新

い
て
の
文
献
な
ど
調
べ
勝
浦
一
泊
、
今

に
引
か
え
し
、
市
並
に
市
教
育
委
員
会

「
補
陀
落
渡
海
記
」
論

「
補
陀
落
渡
海
記
」
の
史
料
の
特
定

渡
海
記
」
が
発
表
さ
れ
る
お
よ
そ
五
ヶ

八
日
ま
で
の
三
日
間
、
熊
野
地
方
に
取

」
や
「
南
紀
新
聞
」
と
い
っ
た
熊
野
の

昭
和
三
六
年
六
月
八
日
の
夕
刊
紙
「
南

ン
の
た
め
に
、
氏

関
す
る
文
芸
講
演

列
車
で
帰
京
す
る
。

を
題
材
に
し
た
小

そ
の
構
想
に
金
光

光
坊
伝
説
は
『
熊

記
』
は
当
時
閲
覧

供
さ
れ
た
「

巡
覧
記
』
は

り
、
ま
た
、

こ
れ
ら
の
こ

し
て
、「
補
陀

し
か
し
、

羅
す
る
こ
と

に
は
、
井
上
の
足

最
奥
地
七
色
、
蜂

ラ
船
で
瀞
峡
を
探

構
想
に
よ
る
補
陀

日
八
日
は
午
後
四

主
催
の
木
本
小
学

『
南
紀
名
勝
略

代
記
』
を
加

と
言
え
る
。

四
月
で
あ
っ

私
な
り
の
資

料
館
に
は
「

査
結
果
が
所

月
前
の
昭
和
三
六

材
に
赴
い
て
い
る
。

地
方
紙
の
記
事
か

紀
新
聞
」（「
補
陀

が
極
め
て
難

取
材
旅
行
で

両
氏
と
出
会

両
氏
は
井
上

陀
落
渡
海
に

井
上
は
「

資
料
」
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然

、
各
写
本
を
校
合
・
編
集
し
昭
和
五
一

現
行
の
『
熊
野
年
代
記
』
が
出
版
さ
れ

と
か
ら
井
上
は
二
河
・
平
両
氏
か
ら
提

落
渡
海
記
」
を
執
筆
し
た
も
の
と
思

前
掲
の
三
冊
だ
け
で
は
、「
補
陀
落
渡

は
で
き
な
い
。
例
え
ば
、「
補
陀
落
渡

誌
』
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
渡
海

え
た
三
冊
が
、「
補
陀
落
渡
海
記
」
の

二
河
氏
は
「
文
豪
井
上
靖
さ
ん
は
三
六

た
か
、
熊
野
市
の
平
八
州
史
さ
ん
に
紹

料
を
提
供
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま

平
八
州
史
ノ
ー
ト
」
と
言
わ
れ
る
、
平

蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
述
の
三

し
い
書
物
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し

、
井
上
が
地
元
の
歴
史
研
究
家
で
あ
る

っ
た
こ
と
が
、「
補
陀
落
渡
海
記
」
の

の
取
材
に
同
行
し
、
金
光
坊
伝
説
を
始

関
す
る
史
料
を
井
上
に
提
供
し
た
。

補
陀
落
渡
海
記
」
の
素
材
と
し
て
、

だ
ろ
う
。
現
行
の
『
熊
野

年
に
出
版
さ
れ
た
物
で
あ

た
の
は
平
成
元
年
で
あ
る
。

供
さ
れ
た
史
料
を
中
心
に

わ
れ
る
。

海
記
」
の
典
拠
を
全
て
網

海
記
」
内
で
金
光
坊
が
例

記
録
に
詳
細
な
『
熊
野
年

素
材
と
し
て
確
実
な
も
の

年
（
昭
和
・
引
用
者
注
）

介
さ
れ
来
山
さ
れ
た
の
で
、

た
、
熊
野
市
歴
史
民
族
資

氏
の
熊
野
に
つ
い
て
の
調

冊
の
他
に
も
両
氏
か
ら
提

二
二

て
、
こ
の
熊
野
地
方
へ
の

二
河
良
英
、
平
八
州
史
の

構
想
に
影
響
を
与
え
る
。

め
と
す
る
彼
ら
が
持
つ
補

自
ら
『
熊
野
巡
覧
記
』
や



井
上
靖

の
文
献
的
典
拠
は
な

し
た
の
を
、
井
上
が

楠
の
文
章
を
参
考
に

述
べ
る
よ
う
に
、
金

献
に
は
残
ら
な
い
、

と
聞
た
。

ま
た
二
河
氏
は
ヨ

の
間
で
ど
っ
さ
り
と

際
に
渡
海
上
人
の
霊

は
ミ
キ
ノ
岬
と
潮
ノ

え
て
も
直
ぐ
海
に
返

た
」
と
語
ら
れ
る
。

南
方
熊
楠
は
以
下
の

紀
州
東
牟
婁
郡

死
に
瀕
す
る
時

綱
切
島
と
云
ふ

り
近
き
金
剛
坊

死
に
切
ぬ
内
に

な
ヨ
ロ
リ
と
い

え
ら
れ
た
「
ヨ
ロ
リ「

補
陀
落
渡
海
記
」
論

く
、
二
河
氏
が
「
漁
民
た
ち
も
ヨ
ロ
リ

聞
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
井
上
が
二

し
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
熊
楠
が

光
坊
伝
説
を
含
む
補
陀
落
渡
海
に
関
す

い
わ
ゆ
る
口
承
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る

ロ
リ
に
つ
い
て
、
金
光
坊
の
入
水
後

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
る

は
ヨ
ロ
リ
と
い
う
魚
に
な
る
と
言
わ
れ

岬
の
間
に
し
か
棲
ん
で
い
ず
、
土
地
の

し
て
や
り
、
決
し
て
そ
れ
を
食
用
に
す

「
そ
れ
を
食
用
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

智
村
濱
の
宮
な
る
南
海
補
陀
落
寺
の

舟
に
乗
せ
、
大
勝
浦
の
沖
で
不
断
白
き

小
岩
島
え
伴
れ
行
き
綱
を
切
り
水
葬
し

（
コ
ン
ゴ
ボ
）
て
ふ
小
島
へ
つ
れ
行
て

水
葬
さ
れ
た
僧
の
亡
魂
が
ハ
マ
チ
と
ス

ふ
魚
に
生
れ
、
三
木
の
崎
と
潮
の
岬
の

」
と
い
う
魚
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
三

は
食
わ
ん
」
と
話

河
氏
の
見
解
と
熊

「
と
聞
い
た
」
と

る
逸
話
に
は
、
文

。
井
上
が
こ
の
口

に
近
い
の
で

か
ら
金
光
坊

『
熊
野
巡
覧

中
比
金

に
、
此

「
駒
ヶ
崎
と
玉
子
浦

。
本
文
で
は
「
実

て
い
た
。
ヨ
ロ
リ

人
は
こ
の
魚
は
捉

る
こ
と
は
な
か
っ

た
」
と
い
う
記
述

い
な
い
だ
ろ

で
は
、
井

た
の
だ
ろ
う

か
ら
推
測
す

い
の
で
あ
る

永
の
間
」
と

な
っ
て
い
る

例
と
し
て
、
住
職

荒
浪
を
被
り
居
る

た
。
後
に
は
其
よ

水
葬
し
た
。
斯
く

キ
を
混
じ
た
様

間
を
限
つ
て
棲
む

井
上
は
「

る
。
し
か
し

巡
覧
記
』
に

年
」
と
い
う

光
坊
の
渡
海

冊
に
記
述
が
な
い
。

承
を
踏
ま
え

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い

の
渡
海
年
を
推
測
し
て
み
よ
う
。

記
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て

光
坊
と
云
僧
住
職
の
時
、
例
の
如
く
生

僧
甚
だ
死
を
い
と
い
命
を
惜
み
け
る
を

う
。

上
は
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
い
て
、

か
。
先
に
結
論
を
言
う
こ
と
に
な
る
が

る
と
、
井
上
が
設
定
し
た
金
光
坊
の
渡

。
尾
畑
喜
一
郎
氏
は
金
光
坊
の
渡
海
年

推
測
し
て
い
る
し
、
小
島
英
男
氏
は

の
を
、
も
う
半
世
紀
ぐ
ら
い
時
代
を
ず

二
、
金
光
坊
の
渡
海
年
｜
史
料
の

補
陀
落
渡
海
記
」
で
金
光
坊
の
渡
海
を

、
渡
海
記
録
に
つ
い
て
詳
細
な
『
熊
野

も
そ
の
よ
う
な
記
載
は
な
い
。
ま
た

渡
海
年
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事

を
「
永
禄
八
年
」
と
し
た
の
は
、
井
上

た
可
能
性
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

二
三

る
。
で
は
実
際
に
、
史
料

い
る
。

き
な
が
ら
入
水
せ
し
む
る

、
役
人
是
非
な
く
海
中
へ

金
光
坊
の
渡
海
を
設
定
し

、
井
上
が
参
照
し
た
史
料

海
年
は
妥
当
と
は
言
え
な

に
つ
い
て
「
慶
長
か
ら
寛

「
時
代
設
定
が
永
禄
八
年
と

ら
せ
る
ほ
う
が
よ
り
事
実

分
析
か
ら
｜

「
永
禄
八
年
」
と
し
て
い

年
代
記
』
に
も
、『
熊
野

、
口
承
と
し
て
「
永
禄
八

実
も
見
当
た
ら
な
い
。
金

の
虚
構
だ
と
考
え
て
間
違

な
い
だ
ろ
う
。



高
厳
上
人

天

祐
尊
上
人

嘉

盛
祐
上
人

明

祐
信
（
足
駄
）

光
林
上
人

天歳

正
慶
上
人

天

方
法
が
変
化
し
た
と

渡
海
上
人
達
の
記
述

享
保
七
年
の
宥
照
上

人
の
渡
海
上
人
の
記

引
用
者
注
）。

慶
竜
上
人

貞

祐
真
上
人

延

井
上
靖

押
入
け
る
。
是

て
綱
切
島
の
辺

金
光
坊
に
関
す
る

「
中
比
」
と
書
か
れ
て

か
し
、「
是
よ
り
存
命

の
後
に
其
儀
式
有
と

承
元
年
（
一
一
三
一
年
）
一
一
月

吉
元
年
（
一
四
四
一
年
）
一
一
月

四

応
七
年
（
一
四
九
八
年
）
一
一
月

同

上
人

享
禄
四
年
（
一
五
三
一
年
）
一

文
八
年
（
一
五
三
九
年
）
一
一
月

同

文
一
〇
年
（
一
五
四
一
年
）
一
一
月

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、

を
確
認
し
て
み
る
と
、
貞
観
一
〇
年
の

人
ま
で
二
〇
人
が
渡
海
し
て
い
る
こ
と

録
を
抜
粋
し
て
み
る
と
以
下
の
通
り
で

観
一
〇
年
（
八
六
八
年
）
一
一
月
三
日

喜
一
九
年
（
九
一
九
年
）
二
月

同
行

「
補
陀
落
渡
海
記
」
論

よ
り
存
命
の
内
に
入
水
す
る
事
止
り
ぬ

に
有
。
今
は
往
僧
入
寂
の
後
に
其
儀
式

記
述
は
、
こ
れ
で
全
て
で
あ
る
。
渡

い
る
だ
け
で
具
体
的
な
年
号
は
記
さ

の
内
に
入
水
す
る
事
止
り
ぬ
。（
中
略

申
伝
ふ
」
と
の
記
述
か
ら
、
金
光
坊
の

三
歳

行
五
人

三
九
歳

一
月

四
三
歳

行
一
六
人

二
一

同
行
一
〇
人

こ
れ
ら
の

が
乱
れ
て
い

月
に
集
中
し

と
か
ら
、
根

注
）
は
明
ら

降
の
渡
海
が

ま
た
、
清
雲

『
熊
野
年
代
記
』
で

慶
竜
上
人
か
ら
、

が
分
か
る
。
二
〇

あ
る
（
括
弧
内
は

一
三
人

心
賢
上

清
雲
上

良
祐
上

清
順
上

順
意
上

清
真
上

宥
照
上

。
今
に
金
光
島
と

有
と
申
伝
ふ

海
年
に
つ
い
て
は

れ
て
い
な
い
。
し

）
今
は
住
僧
入
寂

入
水
後
、
渡
海
の

善
光
上

日
誉
上

梵
鶏
上

清
信
上

清
源
上

記
録
を
一
目
す
れ
ば
、
清
雲
上
人
以
降

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
心
賢
上
人

て
い
る
こ
と
、
清
雲
上
人
よ
り
以
後
の

井
浄
氏
は
「
こ
れ
ら
の
月
（
清
雲
上
人

か
に
上
人
た
ち
の
入
寂
日
を
示
し
て
い

「
住
僧
死
後
の
水
葬
儀
礼
」
で
あ
っ
た

上
人
以
降
は
同
行
人
の
記
述
が
な
い
。

人

文
禄
三
年
（
一
五
九
四
年
）
一
二

人

寛
永
一
三
年
（
一
六
三
六
年
）
三

人

承
応
元
年
（
一
六
五
二
年
）
八
月

人

寛
文
三
年
（
一
六
六
三
年
）
九
月

人

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
年
）
六
月

人

元
禄
六
年
（
一
六
九
三
年
）
一
一

人

享
保
七
年
（
一
七
二
二
年
）
六
月

人

天
文
一
一
年
（
一
五
四
二
年
）
一

一
八
歳

人

天
文
一
四
年
（
一
五
四
五
年
）
一

人

弘
治
二
年
（
一
五
五
六
年
）
一
一

人

永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
年
）
一
一

人

天
正
六
年
（
一
五
七
八
年
）
一
一

、
渡
海
し
た
と
さ
れ
る
月

以
前
の
渡
海
が
ほ
ぼ
一
一

渡
海
が
一
定
で
は
な
い
こ

以
降
の
渡
海
月
・
引
用
者

る
」
と
し
、
清
雲
上
人
以

こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
清

月

同
行
六
人

月六
日

月 二
四

二
月

同
行
一
二
人

一
月

同
行
五
人

月

同
行
一
八
人

月月

為
両
親



井
上
靖

の
渡
海
年
は
ど
の
よ

と
い
う
本
論
の
性
質

の
必
然
性
を
導
き
出

熊
野
の
浜
ノ
宮

し
た
上
人
た
ち

の
渡
海
年
を
清
信
と

偶
然
性
に
導
か
れ
た

説
を
「
補
陀
落
渡
海

は
あ
る
は
ず
で
あ
る

三
、

で
は
「
補
陀
落
渡

『
熊
野
年
代
記
』
と

ら
、
金
光
坊
の
渡
海

雲
の
間
）
に
行
わ
れ

述
し
た
よ
う
に
金
光

に
よ
り
金
光
坊
の
存

あ
く
ま
で
も
現
存
す

し
か
し
、
井
上
は

雲
上
人
以
降
は
渡
海「

補
陀
落
渡
海
記
」
論

う
に
語
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
小
説

上
、
多
く
の
加
筆
・
修
正
を
経
て
完
成

し
た
い
。

海
岸
に
あ
る
補
陀
落
寺
の
住
職
金
光
坊

の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ

清
源
の
間
と
な
る
「
永
禄
八
年
」
と
し

も
の
で
あ
る
こ
と
は
考
え
難
い
。
お
そ

記
」
と
い
う
小
説
に
す
る
た
め
の
理
由

。永
禄
八
年
と
い
う
虚
構
｜
本
文
の

海
記
」
本
文
に
お
い
て
、「
永
禄
八
年

『
熊
野
巡
覧
記
』
か
ら
導
き
出
さ
れ

は
史
料
的
に
は
、
文
禄
・
慶
長
・
寛
永

た
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る

坊
の
渡
海
年
を
特
定
す
る
記
録
は
残
さ

在
自
体
が
伝
説
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ

る
史
料
を
元
に
し
た
推
測
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
史
料
的
推
測
か
ら
逸
脱
す
る

の
方
法
が
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

化
の
過
程
を
扱
う

し
た
作
品
か
ら
そ

が
、
補
陀
落
渡
海

た
の
は
、
彼
自
身

こ
の
寺
の
歴

つ
ま
り
大
き

「
永
禄
八
年
」

て
、
渡
海
し

件
が
揃
わ
な

た
。
こ
の
設
定
が
、

ら
く
、
金
光
坊
伝

が
、
こ
の
設
定
に

分
析
か
ら
｜

」
と
い
う
金
光
坊

世
間
に

の
歴
史

あ
っ
て

れ
ら
れ

金
光
坊
が

る
の
は
、「
た

「
六
十
一
歳
」

る
以
上
の
考
察
か

年
間
（
心
賢
と
清

。
も
っ
と
も
、
前

れ
て
お
ら
ず
、
な

れ
ら
の
考
察
は
、

よ
う
に
、
金
光
坊

あ
る
。

冒
頭
で
こ

と
は
、
作
品

禄
八
年
」
に

た
ま
た

こ
と
が

歳
に
な

が
渡
海

史
か
ら
す
る
と
さ
し
て
不
自
然
で
な
く

く
二
つ
に
分
け
る
と
、

補
陀
落
寺
の

の
時
点
で
「
不
自
然
」
に
感
じ
な
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
っ
て

け
れ
ば
、
金
光
坊
は
「
六
十
一
歳
」
の

於
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
そ

か
ら
す
る
と
さ
し
て
不
自
然
で
な
く
成

、
六
十
一
歳
に
な
っ
た
金
光
坊
も
そ
う

ぬ
羽
目
に
立
ち
到
っ
た
わ
け
で
あ
っ
た

「
永
禄
八
年
」
の
「
十
一
月
」
に
渡
海

ま
た
ま
近
年
に
な
っ
て
、
三
代
続
い

に
な
る
「
十
一
月
」
に
渡
海
し
て
い

う
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
金
光
坊
が
「
永

内
に
お
け
る
絶
対
的
な
条
件
で
あ
る
。

渡
海
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
次

ま
近
年
に
な
っ
て
、
三
代
続
い
て
補
陀

あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
な
ん
と
な
く
補

る
と
、
そ
の
年
の
十
一
月
に
渡
海
す
る

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
年
で
あ
る
永
禄
八

二
五

成
立
」
す
る
か
ら
で
あ
る
。

歴
史
と
、

そ
の
歴
史
を

「
世
間
の
見
方
」
に
よ
っ

、
逆
に
言
え
ば

の
条

「
十
一
月
」
に
渡
海
す
る

う
し
た
見
方
が
、
こ
の
寺

立
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
も

し
た
世
間
の
見
方
か
ら
逃

。し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

て
補
陀
落
寺
の
住
職
」
が

て
、「
そ
う
し
た
見
方
が
、

禄
八
年
」
に
渡
海
す
る
こ

そ
し
て
、
金
光
坊
が
「
永

の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

落
寺
の
住
職
が
渡
海
す
る

陀
落
寺
の
住
職
は
六
十
一

も
の
だ
と
い
っ
た
見
方
が

年
の
春
を
迎
え
て
か
ら
で



日
誉
・
清
信
の
渡
海

僧
の
記
録
も
な
い
。

な
い
の
で
は
な
い
だ

例
え
ば
、
尾
畑
喜

定
し
た
と
い
は
れ
、

る
堕
落
僧
と
し
て
、

べ
て
い
る
。「
大
体
四

に
注
目
し
な
く
て
は

典
拠
の
記
録
に

日
誉
・
清
信
の

定
は
作
者
の
虚

る
こ
と
に
よ
り

す
る
構
想
で
あ

確
か
に
、
勝
倉
氏

井
上
靖

必
要
は
な
い
の
で
あ

ま
ず
は

に
つ
い

陀
落
寺
の
歴
史
は
ほ

の
『
熊
野
年
代
記
』

井
上
は
史
料
を
小
説

の
歴
史
を
書
い
て
い

年
齢
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
六

し
か
し
、
こ
の
年
齢
は
完
全
に
虚
構
の

ろ
う
か
。

一
郎
氏
は
「
補
陀
落
山
寺
で
は
大
体
四

六
十
才
に
達
し
て
も
渡
海
を
果
た
せ
な

同
寺
退
散
の
憂
き
目
を
見
た
と
い
ふ
こ

十
才
位
で
渡
海
入
定
し
た
」
と
言
わ

な
ら
な
い
。
勝
倉
壽
一
氏
は
次
の
よ
う

は
六
十
一
歳
で
渡
海
し
た
事
例
の
記
載

三
代
の
住
職
が
と
も
に
六
十
一
歳
で
渡

構
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
渡
海
年
齢
・

、
外
部
の
圧
力
と
金
光
坊
の
運
命
の
逃

ろ
う
。

が
「
典
拠
」
と
し
て
い
る
『
熊
野
年
代

「
補
陀
落
渡
海
記
」
論

る
。
以
下
、
こ
の
二
つ
の
条
件
に
つ
い

て
考
え
て
み
よ
う
。「
補
陀
落
渡
海
記

ぼ
典
拠
通
り
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ

の
渡
海
記
録
を
比
較
す
れ
ば
、
明
確
で

化
す
る
に
あ
た
っ
て
、
典
拠
に
は
存
在

る
。
そ
れ
が
、
作
品
自
体
の
推
進
力
と

一
歳
で
渡
海
し
た

も
の
だ
と
は
言
え

十
歳
位
で
渡
海
入

い
者
は
、
い
は
ゆ

と
で
あ
る
」
と
述

れ
る
の
は
、『
熊
野

定
し
、
そ
の

る
」
た
め
に

誉
・
清
信
を

神
奈
川
近

が
、
六
種
八

僧
の
名
前
と

て
い
る
。『
熊

に
述
べ
て
い
る
。

は
な
く
、
正
慶
・

海
し
た
と
す
る
設

渡
海
月
を
特
定
す

れ
難
さ
を
絶
対
化

記
』
に
は
正
慶
・

寛
永
元
年
六

印
し
た
ま
ゝ

覧
記
』
に
は

こ
れ
を
参
照

信
の
渡
海
し

氏
は
金
光
坊

て
は
、「
竜
賀

て
考
察
す
る
。

」
に
お
い
て
、
補

は
、
本
文
と
前
出

あ
る
。
し
か
し
、

し
な
い
補
陀
落
寺

な
っ
て
い
る
こ
と

年
代
記
』
に

三
九
歳
・
四

十
才
」
に
つ

て
伝
え
ら
れ

た
可
能
性
は

金
光
坊
の
郷

後
、「
外
部
の
圧
力
と
金
光
坊
の
運
命

、『
熊
野
年
代
記
』
に
渡
海
年
齢
の
記

六
一
歳
で
渡
海
し
た
よ
う
に
設
定
し
た

代
文
学
館
に
は
「
補
陀
落
渡
海
記
」
に

枚
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
の
二
種

渡
海
年
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
僧
の
渡

野
年
代
記
』
を
元
に
し
た
も
の
だ
と

月
三
日
、
木
履
を
つ
け
て
富
田
の
海
に

で
化
し
た
、
年
六
十
一
」
と
い
う
記
述

、
金
光
坊
の
郷
里
に
つ
い
て
の
記
述
が

し
た
こ
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
金

た
年
齢
を
六
一
歳
と
し
た
典
拠
は
以
上

の
渡
海
年
齢
に
つ
い
て
、
詳
し
く
触
れ

」
と
金
光
坊
の
関
係
か
ら
、
ま
ず
は

お
け
る
祐
尊
・
盛
祐
・
祐
信
の
渡
海
年

三
歳
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
で
あ
る

い
て
は
そ
の
文
献
的
根
拠
が
不
明
で
あ

て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
熊
野
地
方
で

十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
補
陀

里
は
「
田
辺
」
と
な
っ
て
い
る
が
、『

の
逃
れ
難
さ
を
絶
対
化
す

述
の
な
か
っ
た
正
慶
・
日

の
だ
ろ
う
。

つ
い
て
の
「
創
作
メ
モ
」

四
枚
に
は
そ
れ
ぞ
れ
渡
海

海
し
た
年
齢
が
列
挙
さ
れ

思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
特

入
り
暗
礁
の
上
に
立
ち
契

が
見
ら
れ
る
。『
熊
野
巡

な
い
こ
と
か
ら
、
井
上
が

光
坊
・
正
慶
・
日
誉
・
清

の
も
の
で
あ
ろ
う
。
勝
倉

て
い
な
い
が
、
順
序
と
し

金
光
坊
の
渡
海
年
齢
を
決

二
六

齢
が
そ
れ
ぞ
れ
四
三
歳
・

と
推
測
で
き
る
が
、「
六

る
。
お
そ
ら
く
口
承
と
し

の
取
材
で
井
上
が
耳
に
し

落
渡
海
記
」
に
お
い
て
、

田
邊
市
誌
』
に
は
、「
竜
賀
、



井
上
靖

人
」
と
書
き
込
ん
で

「
天
文
十
八
年
」
に
渡

海
僧
の
人
数
で
あ
る

以
上
の
こ
と
か
ら

井
上
が
作
品
内
に
登

光
坊
（
入
水
ヲ
嫌
ガ

海
年
を
当
初
は
「
天

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
渡

い
る
。
金
光
坊
の
渡

筆
で
書
き
消
さ
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
が

ま
た
、
盛
祐
上
人

二
章
で
提
示
し
た
渡

渡
海
僧
の
年
齢
に

あ
る
。（

）
内
の
年

齢
は
井
上
の
虚
構
で

あ
る
。『
補
陀
落
渡
海

れ
が
「
創
作
メ
モ
」

日
誉
上
人
と
梵
鶏
上

に
書
き
込
み
の
多
い「

補
陀
落
渡
海
記
」
論

い
る
。
こ
れ
は
金
光
坊
の
渡
海
年
齢

海
す
る
と
し
た
場
合
に
、
金
光
坊
が

。、「
天
文
十
八
年
」
か
ら
、「
永
禄
八
年

場
さ
せ
る
渡
海
僧
の
人
数
を
意
識
し
て

ル
）

」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
井

文
十
八
年
」
と
設
定
し
て
い
た
こ
と
が

海
僧
の
下
に
は
、
そ
の
時
の
金
光
坊
の

海
を
天
文
一
八
年
と
し
た
場
合
の
金
光

い
て
、
金
光
坊
の
渡
海
を
「
永
禄
八
年

最
終
的
に
残
さ
れ
て
い
る
。

か
ら
、
日
誉
上
人
ま
で
を
括
弧
で
括

海
記
録
を
参
照
し
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い

は
（

）
で
括
ら
れ
た
も
の
と
、
○
で

齢
は
『
熊
野
年
代
記
』
の
記
述
と
一

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
正
慶
・
日
誉
・
清

記
』
に
お
け
る
名
前
・
渡
海
年
・
渡

と
一
致
す
る
が
、
注
目
す
べ
き
書
き
込

人
の
間
に
は
、「
１
５
４
９

天
文
十

、
そ
の
内
の
一
種
二
枚
の
メ
モ
に
つ
い

を
六
一
歳
と
し
、

直
接
体
験
す
る
渡

」
へ
の
変
更
は
、

い
た
こ
と
を
裏
付

め
と
し
て
五

っ
た
」
補
陀

な
年
と
し
て

は
、
こ
の
異

第
二
章
で

上
が
金
光
坊
の
渡

推
測
で
き
る
。
ま

年
齢
が
書
か
れ
て

坊
の
年
齢
は
、
鉛

」
と
し
た
場
合
の

り
、「
４
７
年

６

を
終
え

坊
の
知

加
え
て
、

通
の
人
間
が

で
あ
る
。
し

に
冷
静
に
分

ら
に
渡
海
者

で
あ
る
。

囲
ま
れ
た
も
の
が

致
し
、
○
内
の
年

真
の
年
齢
は

と

海
年
齢
の
そ
れ
ぞ

み
も
見
ら
れ
る
。

八
年
十
一
月

金

ば
な
ら
な
く

次
に
こ
こ

で
は
、「
不
自

で
あ
る
こ
と

っ
た
も
の
で

い
ま
こ

か
ら
少

て
言
及
す
る
。
第

け
る
だ
ろ
う

年
前
に
渡
海
し
た
清
信
上
人
ま
で
七
人

落
寺
の
「
永
禄
八
年
」
は
、
補
陀
落
寺

語
ら
れ
て
い
る
。「
永
禄
八
年
」
の
時

様
な
歴
史
の
中
に
あ
っ
て
こ
そ
、
妥
当

考
察
し
た
よ
う
に
、
史
料
的
に
考
え

、
さ
っ
さ
と
渡
海
し
て
行
っ
た
よ
う
に

る
限
り
で
は
決
し
て
そ
の
よ
う
な
も
の

「
七
百
年
程
の
間
に
渡
海
者
は
十
人
あ

寺
詣
り
で
も
す
る
よ
う
に
や
た
ら
と
渡

か
し
、「
永
禄
八
年
」
の
時
点
で
は
、

析
し
た
「
見
方
」
は
、「
世
間
」
で
は

が
多
く
な
り
、
金
光
坊
の
六
十
年
の
生

な
る
条
件
の
一
つ
で
あ
る

と
結
び
付

ま
で
の
論
証
を
踏
ま
え
て
、

に
つ
い

然
」
に
感
じ
な
い
「
世
間
の
見
方
」

に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
世

あ
る
か
が
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

そ
補
陀
落
寺
は
補
陀
落
渡
海
あ
っ
て
の

し
気
の
利
い
た
僧
侶
は
尽
く
こ
の
寺
へ

。
そ
し
て
、
そ
の
渡
海
僧
の
人
数
は
、

二
七

の
渡
海
者
を
算
え
る
に
到

の
歴
史
に
お
い
て
も
異
様

点
で
の
、「
世
間
」
の
見
方

性
を
持
つ
の
で
あ
る
。

れ
ば
、
金
光
坊
の
渡
海
を

思
わ
れ
て
い
る
が
、
金
光

で
は
な
か
っ
た
。

る
か
な
し
」
で
あ
り
、「
普

海
で
き
る
筈
」
は
な
い
の

渡
海
の
歴
史
を
こ
の
よ
う

行
わ
れ
な
い
。「
近
年
や
た

涯
の
中
に
足
駄
上
人
を
初

い
て
い
る
の
で
あ
る
。

て
考
え
て
み
よ
う
。
こ
こ

が
「
永
禄
八
年
」
の
時
点

間
の
見
方
」
が
い
か
に
偏

寺
の
よ
う
に
言
わ
れ
、
昔

や
っ
て
来
て
渡
海
の
儀
式

金
光
坊
が
渡
海
し
な
け
れ



仮
に
金
光
坊
の
渡

年
間
に
し
て
、
例
え

で
渡
海
し
た
と
設
定

と
な
る
。
作
品
内
に

が
、
仮
に
一
〇
歳
だ

駄
上
人
の
渡
海
は
享

一
四
年
（
一
五
四
五

（『
熊
野
年
代
記
』
通

直
接
関
わ
る
た
め
に

最
も
都
合
が
い
い
の

料
的
に
妥
当
で
あ
る

見
ら
れ
な
い
。
井
上

設
定
す
る
と
い
う
選

は
最
終
的
に
は
「
永

井
上
靖

「
永
禄
八
年
」
と
す
る

え
れ
ば
、
史
料
的
に

え
な
い
だ
ろ
う
か
。

の
条
件
を
満

わ
っ
た
渡
海
上
人
と

梵
鶏
・
清
信
・
清
源

海
を
歴
史
的
に
自
然
だ
と
思
わ
れ
る
文

ば
そ
れ
を
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
年
）

す
れ
ば
、
金
光
坊
の
生
年
は
天
文
八
年

は
金
光
坊
が
何
歳
で
寺
に
入
っ
た
か
は

と
す
る
と
、
天
文
一
八
年
（
一
五
四
九

禄
四
年
（
一
五
三
一
年
）
で
、
日
誉
上

年
）
で
あ
る
か
ら
、
足
駄
・
光
林
・
正

り
）
に
扱
う
と
、
金
光
坊
が
こ
の
八
人

は
、「
永
禄
八
年
」（
も
し
く
は
そ
の
近

で
あ
る
。「
創
作
メ
モ
」
か
ら
は
、
金

文
禄
・
慶
長
・
寛
永
年
間
と
設
定
し
よ

が
、
史
料
的
に
妥
当
で
あ
る
年
に
、
金

択

を
持
っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る

禄
八
年
」
と
い
う
選
択

を
選
ん
だ
に

「
補
陀
落
渡
海
記
」
論

の
は
妥
当
で
は
な
い
。
し
か
し
、
以

は
妥
当
で
は
な
く
て
も
、
小
説
的
に
は

た
す
様
に
、「
補
陀
落
渡
海
記
」
に
は

し
て
、
祐
信
（
足
駄
）・
光
林
・
正
慶

の
八
人
が
登
場
す
る
。
こ
の
八
人
の
渡

禄
・
慶
長
・
寛
永

と
す
る
。
六
一
歳

（
一
五
三
九
年
）

書
か
れ
て
い
な
い

年
）
で
あ
る
。
足

人
の
渡
海
は
天
文

慶
・
善
光
・
日
誉

れ
た
。「
補
陀

氏
に
負
う
所

べ
た
描
き
方

に
よ
っ
て
、

の
大
き
さ
を

が
一
〇
人
か

に
思
え
る
。

の
渡
海
上
人
達
と

辺
）
と
い
う
年
が

光
坊
の
渡
海
を
史

う
と
し
た
痕
跡
は

光
坊
の
渡
海
年
を

。
し
か
し
、
井
上

違
い
な
い
。

以
上
の
よ

「
永
禄
八
年
」

く
の
渡
海
上

渡
海
記
」
は

史
料
か
ら

上
の
考
察
を
踏
ま

妥
当
で
あ
る
と
言

金
光
坊
が
直
接
関

・
善
光
・
日
誉
・

海
年
を
記
録
通
り

の
五
人
の
上

と
、
金
光
坊

で
き
る
の
は

の
条
件
を
満

海
し
な
け
れ

陀
落
渡
海
記

落
渡
海
記
」
は
史
料
、
そ
し
て
そ
れ

が
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
井

は
し
て
い
な
い
。
実
作
者
で
あ
る
井
上

は
じ
め
て
史
料
は
小
説
と
な
る
。
例
え

妬
ん
だ
日
誉
上
人
の
性
格
は
、『
熊
野

ら
五
人
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ま
た
同
じ
よ
う
に
、
厭
世
的
な
気
持
ち

う
な
理
由
で
、
井
上
は
金
光
坊
の
渡
海

と
設
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う

人
達
を
作
品
内
に
登
場
さ
せ
る
こ
と
が

現
在
の
形
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

小
説
へ
、
小
説
化
の
過
程
は
以
上
の
よ

人
の
渡
海
に
金
光
坊
が
直
接
関
わ
る
こ

と
直
接
関
わ
る
渡
海
上
人
と
し
て
作
品

、
清
信
・
清
源
・
心
賢
の
三
人
と
な
る

た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
金
光
坊
が
「
世

ば
な
ら
な
い
と
い
う
設
定
が
不
可
能
で

」
は
全
く
異
な
っ
た
小
説
に
な
る
だ
ろ

を
提
供
し
た
二
河
・
平
両

上
は
史
料
を
そ
の
ま
ま
並

が
史
料
を
解
釈
す
る
こ
と

ば
、
正
慶
上
人
の
渡
海
船

年
代
記
』
で
同
行
人
の
数

ら
想
像
し
た
も
の
の
よ
う

か
ら
渡
海
し
た
清
信
上
人

年
を
清
心
と
清
源
の
間
の

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多

可
能
に
な
り
、「
補
陀
落

う
な
手
順
を
持
っ
て
行
わ

二
八

と
は
で
き
な
い
。
と
な
る

内
に
登
場
さ
せ
る
こ
と
が

。
こ
れ
で
は
前
述
の

間
の
見
方
」
に
よ
っ
て
渡

あ
る
。
で
あ
れ
ば
、「
補

う
。



井
上
靖

そ
の
経
験
は
、
金
光

伝
説
上
の
人
物
で

寛
永
年
間
と
す
る
の

海
記
」
に
お
け
る
井

海
を
「
永
禄
八
年
」

「
永
禄
八
年
」
と
設
定

の
時
間
軸
の
中
に
、

る
こ
と
で
、
井
上
は

く
こ
と
が
で
き
た
。

井
上
の
虚
構
の
時
間

す
る
こ
と
に
な
っ
た

禄
八
年
」
の
時
点
の

そ
し
て
、
伝
説
上
の

渡
海
記
」
を
執
筆
す

言
え
る
だ
ろ
う
。

井
上
は
ま
ず
初
め

逆
算
し
、

で
示

八
年
」
に
設
定
し
た

源
の
渡
海
す
る
天
正

の
性
格
は
、
同
行
人「

補
陀
落
渡
海
記
」
論

坊
を
無
残
な
渡
海
へ
と
導
く
の
で
あ
る

あ
る
金
光
坊
の
渡
海
年
を
、
歴
史
的
に

で
は
な
く
、「
永
禄
八
年
」
と
し
た
こ

上
靖
と
い
う
小
説
家
の
仕
事
な
の
で
あ

と
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
情
報
で

す
る
こ
と
で
、『
熊
野
年
代
記
』
の
記

井
上
の
虚
構
の
時
間
軸
が
介
入
す
る
の

史
料
か
ら
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
金

金
光
坊
の
渡
海
を
「
永
禄
八
年
」
と
設

軸
に
生
き
る
金
光
坊
は
、
記
録
に
あ
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
も
井
上
の

「
世
間
」
も
、
多
く
の
渡
海
を
経
験
す

人
物
で
あ
る
金
光
坊
を
ど
う
扱
う
か
、

る
上
で
、
井
上
に
と
っ
て
最
も
大
き
な

に
、
金
光
坊
の
渡
海
年
を
六
一
歳
と
設

し
た
条
件
に
合
う
よ
う
に
、
金
光
坊
の

。「
補
陀
落
渡
海
記
」
は
「
永
禄
八
年

六
年
の
間
で
語
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

が
一
人
も
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
想
像
し

。自
然
な
文
禄
か
ら

と
が
「
補
陀
落
渡

る
。
金
光
坊
の
渡

あ
っ
た
史
料
は
、

弐
』
の
三

六
〇
）
三

野
年
代
記

し
な
い
し

て
い
る
筆

者
と
同
一

録
に
あ
る
渡
海
僧

で
あ
る
。
そ
う
す

光
坊
の
渡
海
を
描

定
す
る
こ
と
で
、

僧
の
渡
海
を
経
験

虚
構
で
あ
る
「
永

る
こ
と
に
な
り
、

頃
古
座
町

引
』（
増

記
』
の
他

著
し
て
い

に
写
本
と

文
章
は
、

本
・
古
座

局
保
存
の

日
）
を
底

『
熊
野

こ
れ
が
「
補
陀
落

問
題
で
あ
っ
た
と

定
し
、
そ
こ
か
ら

渡
海
年
を
「
永
禄

の
春
」
か
ら
、
清

金
光
坊
の
渡
海
を

注

例
え
ば

叢
」
第
三

こ
の
二
つ

『
熊
野

『
紀
伊
東

て
「
名
は

た
よ
う
に
思
え
る
。

小
説
と
な
る

冊
の
総
称
で
あ
る
。『
歳
代
記
第
壱
』
に
つ

月
か
ら
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
七
月
ま

』
解
題
）
と
あ
る
。『
熊
野
年
代
記
古
写
』

、
い
つ
書
か
れ
た
の
か
も
明
ら
か
で
な
い

跡
は
『
歳
代
記
』
の
も
の
と
極
め
て
類
似

人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
」
と

に
移
住
し
玉
川
と
改
む
」
と
記
す
。
ま
た

補
版
、
平
成
三
年
一
月
、
岩
波
書
店
）
に
よ

に
、『
紀
伊
誌
略
』、『
紀
州
名
所
歌
集
』、

る
。
な
お
玉
川
直
筆
の
『
熊
野
巡
覧
記
』
は

し
て
伝
え
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
本
論
で
引

紀
南
文
化
財
研
究
会
が
現
存
す
る
写
本
（
田

高
校
所
蔵
の
中
根
本
・
筑
波
大
学
所
蔵
本
・

補
陀
落
寺
本
等
）
を
、
校
合
・
編
集
し
た
も

本
と
す
る
。

年
代
記
』
と
は
『
熊
野
年
代
記
古
写
』・

、
荒
木
燈
環
「
井
上
靖
『
補
陀
落
渡
海
記

六
巻
第
五
号
、
平
成
一
五
年
一
〇
月
一
〇
日

の
文
献
に
触
れ
て
い
る
。

巡
覧
記
』
は
、
玉
川
惇

に
よ
っ
て
寛
政
年

牟
婁
郡
誌
』（
復
刻
版
、
平
成
元
年
七
月
、
清

玄
竜
、
固
と
武
内
氏
、
泉
溟
と
号
す
、
泉
州

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
九

い
て
は
「
宝
暦
十
年
（
一
七

で
に
書
か
れ
た
も
の
」（『
熊

に
つ
い
て
は
「
原
本
は
存
在

」
と
し
な
が
ら
も
、「
書
か
れ

し
て
お
り
、『
歳
代
記
』
の
筆

し
て
い
る
。『
年
代
記
第
弐
』

『
国
書
総
目
録

著
者
別
索

れ
ば
、
玉
川
は
『
熊
野
巡
覧

『
本
朝
資
冶
通
鑑
綱
目
』
等
を

発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
部

用
し
た
『
熊
野
巡
覧
記
』
の

辺
市
立
図
書
館
所
蔵
の
宇
井

智
勝
浦
町
町
誌
編
纂
事
務

の
（
昭
和
五
一
年
一
二
月
一

『
歳
代
記
第
壱
』・『
年
代
記
第

』
に
つ
い
て
」（「
皇
學
館
論

）
な
ど
、
先
行
研
究
は
全
て
、

間
に
書
か
れ
た
地
誌
で
あ
る
。

文
堂
出
版
）
は
玉
川
に
つ
い

堺
の
人
安
永
元
年
年
四
十
の



い
て
書
い
て
い
る

金
光
坊
伝
説
と
い

合
に
小
説
に
し
な

落
渡
海
記

井
上

熊
野
市
歴
史
民

六
日

井
上
靖
夫

に
同
宿

同
八
日

井
上
靖
・
篠
田

材
と
イ
ン
ス
ピ
レ

記
』
の
続
編
で
あ

る
。小

島
英
男
「『
発

（
川
口
久
雄
編
『
古

治
書
院
）
勝
倉
壽

成
一
〇
年
一
二
月

福
田
宏
年
『
増

（
平
成
三
年
一
〇
月

二
河
氏
は
「
井

井
上
靖

に
つ
い
て
は
「
内

『
歳
代
記
第
弐
』
と

っ
て
い
る
か
ら
で

と
意
識
し
て
書
き

熊
野
三
山
協
議
会

写
真
版
が
掲
載
さ

『
熊
野
年
代
記
古
写

渡
海
に
関
す
る
記

熊
野
年
代
記
に
も
金
光
坊
の
名
は
出
て
け
え

う
の
が
あ
っ
て
な
、
そ
れ
を
話
し
て
あ
げ
た

は
っ
た
」
と
話
し
て
い
る
（
大
鋸
厚
生
「
小

靖
」、
夕
刊
「
読
売
新
聞
」、
昭
和
四
八
年
一

族
資
料
館
所
蔵
の
「
平
八
州
史
年
譜
」
に
は

妻
出
迎
え
、
同
七
日
新
宮

智
方
面
調
査
に

智
登
山

紀
念
撮
影
す
」
と
あ
る
。

一
士
・
辻

生
『
わ
が
文
学
の
軌
跡
』
第
三

ー
シ
ョ
ン
、
一
六
九
頁
（
昭
和
五
二
年
四
月

り
、
そ
の
頃
に
は
補
陀
落
渡
海
が
廃
れ
て
い

心
集
』（
普
陀
落
渡
海
伝
承
）
と
井
上
靖
の

典
の
変
容
と
新
生
』
所
収
、
昭
和
五
九
年

一
「
井
上
靖
「
補
陀
落
渡
海
記
」
論
」（「
言

三
一
日
）

補

井
上
靖
評
伝
覚
』井
上
靖
年
譜
、
三
三

一
〇
日
、
集
英
社
）

上
先
生
の
金
光
坊
の
話
は
、
つ
ま
り
創
作
や

「
補
陀
落
渡
海
記
」
論

容
か
ら
み
る
と
、『
年
代
記
第
弐
』
は
『
歳

す
る
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。
こ
の
二
冊
で
上

あ
る
。
お
そ
ら
く
筆
者
和
田
行
広
は
、『
歳

変
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
あ
る
。
本
論

・
み
く
ま
の
総
合
資
料
館
研
究
委
員
会
編
集

れ
て
い
る
。
な
お
、
補
陀
落
渡
海
関
連
の

』
と
『
歳
代
記
第
壱
』
の
み
で
、『
年
代
記

述
は
な
い
。
こ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
『
年
代

へ
ん
よ
。
も
っ
と
も
、

ら
、
先
生
う
ま
い
具

説
の
四
季

補
陀

二
月
二
七
日
）

昭
和
三
六
年
「
六
月

随
行

勝
浦
忘
帰
洞

部

歴
史
小
説
、
素

二
五
日
、
中
央
公
論

「
永
禄
八

記
』
に
つ

か
っ
た
が

そ
の
他
に

る
こ
と
が

井
上
が

る
が
、
そ

っ
て
い
る

る
。

た
か
ら
だ
と
思
わ
れ

「
補
陀
落
渡
海
記
」」

一
一
月
二
五
日
、
明

文
」
第
四
六
号
、
平

九
頁

四
七
六
頁
、

。
補
陀
落
渡
海
に
つ

南
方
熊

一
五
日
、

前
掲

前
掲

『
熊
野

島
と
し
て

在
は
沖
が

い
で
行
く

そ
の
他

代
記
』
の
続
編
で
、

下
本
と
し
て
ま
と
ま

代
記
』
と
『
年
代
記
』

で
参
照
し
た
の
は
、

の
も
の
で
、
三
冊
の

記
述
が
あ
る
の
は
、

第
弐
』
に
は
補
陀
落

記
第
弐
』
は
『
歳
代

社
）二

河
良

三
月
三
一

も
っ
と

究
』（
昭

野
年
代
記

記
』
が
昭

表
後
で
あ

年
」
の
記
述
の
あ
る
文
献
は
発
見
で
き
な

い
て
は
、
補
陀
落
山
寺
本
と
中
根
本
は
散
逸

、
筑
波
大
学
本
と
宇
井
本
に
つ
い
て
は
確
認

も
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
、
補
陀
落

で
き
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
も
「
永
禄
八

口
承
を
伝
え
聞
く
相
手
と
し
て
、
最
も
可
能

の
二
河
氏
は
、『
熊
野
年
代
記
』
の
渡
海
記

こ
と
か
ら
、「
そ
の
と
き
に
」
金
光
坊
の
渡

楠
「
ふ
だ
ら
く
走
」（「
日
本
及
日
本
人
」
第

政
教
社
）

に
同
じ
。

に
同
じ
。

巡
覧
記
』
に
お
け
る
「
金
光
島
」
は
、

智

存
在
し
、
海
水
浴
客
が
遠
泳
の
目
標
と
し
て

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
底
上
げ
さ
れ
て
お
り
、
昔

こ
と
は
で
き
な
い
。

、
井
上
が
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
史
料
に
は

英
「
ふ
だ
ら
く
渡
海
に
つ
い
て
」（「
熊
野
誌

日
、
熊
野
地
方
史
研
究
会
）

も
、
五
来
重
編
『
山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書

和
五
〇
年
一
一
月
二
八
日

名
著
出
版
）
に

』
の
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
し
、
熊
野

和
四
七
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら

る
。

か
っ
た
。
ま
た
、『
熊
野
巡
覧

し
て
い
て
、
行
方
が
し
れ
な

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

山
寺
本
の
謄
写
本
を
確
認
す

年
」
の
記
述
は
な
い
。

性
が
高
い
の
は
二
河
氏
で
あ

録
が
「
享
保
年
間
」
で
終
わ

海
が
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い

七
八
九
号
、
大
正
九
年
八
月

勝
浦
海
水
浴
場
沖
に
金
光
坊

い
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
現

の
よ
う
に
金
光
坊
島
ま
で
泳

可
能
な
限
り
あ
た
っ
た
が
、

三
〇」

第
二
〇
号
、
昭
和
五
〇
年

４

吉
野
・
熊
野
信
仰
の
研

は
、「
資
料
篇
」
と
し
て
『
熊

智
大
社
発
行
の
『
熊
野
年
代

も
「
補
陀
落
渡
海
記
」
の
発



井
上
靖

高
配
を
頂
い
た

が
あ
っ
た
。
深

前
掲

に
同
じ

前
掲

に
同
じ

『
田
邊
市
誌
』

〔
付
記
〕
本
稿
で
引

一
（
平
成
七
年

す
る
。
関
係
資

神
奈
川
近
代
文

館
及
び
田
辺
市

昭
和
三
九
年
一
一

前
掲

に
同
じ

『
熊
野
年
代
記

九
月
一
日
、
熊
野

根
井
浄
『
補
陀

補
陀
落
渡
海
・
金

一
月
三
〇
日

法

『
熊
野
年
代
記

「
補
陀
落
渡
海
記
」

て
本
論
で
は
問
題

尾
畑
喜
一
郎
「「

補
陀
落
渡
海
記
」
論

。
ま
た
資
料
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
同
志
社

く
謝
意
を
示
し
た
い
。

。。五
六
九
頁
（
昭
和
二
七
年
五
月
一
五
日
、
田

用
し
た
井
上
靖
の
文
章
は
、『
井
上
靖
全
集

四
月
二
〇
日

平
成
一
二
年
四
月
二
五
日
、

料
の
引
用
・
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
井
上
ふ
み

学
館
、
熊
野
市
歴
史
民
族
資
料
館
、
青
岸
渡

教
育
委
員
会
、
筑
波
大
学
、
東
京
大
学
史
料

月
一
五
日
）

。』
三
四
頁

七
九
頁
及
び
一
五
〇
頁

二

三
山
協
議
会
、
み
く
ま
の
総
合
資
料
館
研
究

落
渡
海
史
』
第
一
章

補
陀
落
信
仰
の
世
界

光
坊
の
補
陀
落
渡
海
、
一
〇
〇
頁

一
〇
三

蔵
館
）

』
で
は
「
貞
観
一
〇
年
」
と
な
っ
て
い
る
慶

で
は
「
貞
観
十
一
年
」
と
な
っ
て
い
る
が

に
し
な
い
。

補
陀
落
渡
海
」（「
国
学
院
雑
誌
」
第
六
五
巻

大
学
図
書
館
の
協
力

辺
市
役
所
）

』
全
二
八
巻
・
別
巻

新
潮
社
）
を
底
本
と

氏
、
二
河
通
夫
氏
、

寺
、
田
辺
市
立
図
書

編
纂
所
に
特
別
の
ご

一
七
頁
、（
平
成
元
年

委
員
会
）

・
三

熊
野
信
仰
と

頁
（
平
成
一
三
年
一

竜
上
人
の
渡
海
年
が
、

、
こ
の
異
同
に
つ
い

第
一
〇
・
一
一
号
、

三
一


